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とる0月A 6日(■)四 = 0コ ンサートに=H表 いたたいた小HH真荘志さんの素碕うしい済案に

合卓は村筑|こe =工 吉した 今 回 `●にしいな時間を有いていたて吉 方 の合00 Rの 営との

おに イ ン,ビ ェー十[お客えいたた言ました
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ホールに病いて楽屋に定 を捲ユ入れたこ瑞に い ろいろな事

が廷って言ました 前 回のコンす― 卜の時に楽8て 技の会の

富転とお経して盛り上が,た事 そ して会場のP囲 気や漬奮
の手なとなど一っ心競さ左の会の皆さんの姿に接して 今 回
のリサイタルも本当に想い出深いものとなりました

(】i jil■■ヽ4"(A■ tり′―す ,=Ⅲtitる 力“|=んの方にSm
じました tつ tiの よ)に コ t〔いるりヽす"7

コンサー トの前日はできろ伎りその套塩【リハーサルをする
ようにしています.ビ アン まおう歩十すない楽群ですので 会

場ととこヽ連 う楽器と自分すど4く らい仲Rく なれるか 自 分

自身がビアンと呼吸を共t【 さ■のすということすとても大

切なので' そ れぞれの会場の要きと楽器の中て 自 分の感

じると資を表現することがい力に幾 しいかを確認するR;間で

もあります
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のF!■」をセいⅢl力 らい|‖吉'tてt ら L■ いますおヽ  こ″,ような
1人 4"サ イ,,tt河 どれたさゎ力ヽ す■!Ⅲ ⅢⅢ■ (た 1,
■ ! !り “ヤ ここたいぅた切[Ⅲ ll,力Fr,ます"!
ヽ市などイどちイ″″ラ■は!の よう■,■ モ世ば工ちのモ■力 !
ヤ″Ⅲ,1り ご|ケ t!り よう こ■取どltます力 |

ます無語か大好きたということす基本にあったと,い ます
某窓を見ることも言にすることと大好さで 譜 読みが極味て
もあるので あ の菌もこの画`弾 者たいという単純な思いか
ら 本 当に規事したい作品てブ0ク ラムを作ろうと考えまし
た そ llならどういうブログラムが自分らしいのだろうと…

自分の生き方と言峯を富ねて「音の旅■こしまうと思い,し
た 1日 よ12時間ン2て241キ間.1年 は12,月 .千 宝も12年
【―巡Ⅲ lオ クターヴ詢を言でそれてれに長滅と海訊が高
るからコ忙lF熟 人 間のリズムや自然のウ大ムと共に旅をす
るつもりて1 24fH544回のリサイタル シリーズに決bま した
ブログラムの内容について, ま た痕奏したことのすい由と
か す てにレバートリーになっていう歯と力 そ ういうこと
を一切気にせす こ れす 1と思った作品でブロクラミツクし
ました で すので 全 ブログラムの半分くらいは初めて弾く
由になってしまいました(実).怠 終回は2017年 の秋です
が そ の原 ユ と うなっているのでしょう…旅ですので 想

ほ)つ かなぃのがいいのかもし4ま trんね.

01 Ⅲ Ⅲ=た 1吐l VⅢⅢ千 1」'を して印加を,ⅢⅢ Iせてtる !!1)い
ました, t ,

塙神を集中させているというよりは リ ラックスさせてい
る と いう感したと思います.ち ょごと=な のてすが 私 !こ
は空想続)あ って 察 り物で控られながらそのリズムと共に

吉楽を強(とぃうか 身 体)そ慣,す こと/1大好さて い ろい

ろな出を層い,か べていま,っ そ
の臓間は現宴と追って 撮 高の言
て最高の酸て最高のテクニック
で 全 その作品を本当に弾営たい

よう!こ韓けるわ|,ですから…こ九

なt=せ な時間はないというカ

もし自分が本当に自由に預奈でき
る全ての歳カセ41っていたら こ

ういう風に演挙するのたろうなう
という音楽と心て幅らして 一 人
悦に入っていなのです(実).

o〔 「力ⅢⅢ=rユ Ⅲ ょ、lt i=Ⅲ Jと,ltた こと力`五Dま■力AⅢ 〔しヽ

う,ヤ

本当に忘れ,十Fいてす ビ アタの暗語のと言ユ意識しなくて
も覚えられるのですlI そ4以 外のことは党えようと3誌 し
ても 忘 れてしまいます そ れにrrなり菫症で 時 には覚え
ようと思っていたことさえ`忘 れています。それで 毎 日の
ように家の中であ“こ“探しめ,する羽目になるわけですが
やっとめ思いて見つ“ナてネッとして と こかにフッと置いて
また探して 自 分で泉4LなlIうそれを繰り返しています

(HⅢ Ⅲ' 「 itなどAいのOhイよく いましヽ t tもよu"、 さなこと
,な い力ⅢⅢヽ たヽ十か “|イit,,■ み'十 レン才よどこ"ら ■ |
“せるのモじ|'|

次々と新 しいものに興味ガ沸いては す ぐにや,て ″たいと

Stヽ そそくさと始めるのですか 達 昧と言えるようrJレベ

ルに至1達レ/Jいま=中 断 してしまいます 「f_ネス門 題ヽ味J
ユたいな事になってしまい恥 しています

(HIおよ〔は211い綺オいつ`力ⅢⅢ■たりて十フ市tr iにいヽぃみヒⅢ
,サ喜=したちて■

ルビン(ルービツシュタイン/1う取った名II)とマルコ(マル

コ ■一日わら)というアメリカン ショー トヘアーのオス/1

2匹いま1 名 は体 t表 すと言いますrjr その通りて ル ヒ
ンの方に言楽す0"る ようです ビ アクの吉に反応 し時に聞

ま入っていますし ビ ア″め吉が好tiめ てビ7ク の袴て宿

ている事も多く 増 !こマス'レカの作品674す 好どな様子て

FBnどをす,,ッ トリとした目つきになります マ ルコtビ ア

ンには興味ナないのが ビ アクを1車いていてもほと九と持問
係に行動をし マ イベースで家の中の控椋探宗としています
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一生に一度ていいので 本当に弾=たいようにll t,たらいい
なぅと 心 から思います.

と,もわり,ILう■まtま した ,す イ,ルの命いりヽ■■]iFlて,"
な"ち   , つ ⅢⅢ ■■iえ いたてユS刊 いたし=■

コⅢⅢ=た リニ■ます0ご 「"=4F“ Ⅲしてt='



■ ■ |==勇 気 を 与 え て く れ た も の ■Ⅲ Ⅲ==Ⅲ 車 =章 =■ 車 =車 |==Ⅲ Ⅲ Ⅲ =車 =車 =才 ==

クラリ■ット豪者 芹 岸 美 帆

今回 中 学時代から慎れ拐 しんでいるこの会場で鴻奏会

をさせていただご た だたた感激ていっばいてt/た。中

学,1代はジュニアオーケス トラ浜松で 高 校時代は定演

をとてよく債わせていただいた思い出深い会場です。こ

のような大きな会場で張暮会 をさせていたた(サましたこ

と 関 係者の皆様に感謝申し上けます。

現在私は 大 小さまざまな演奉会に塚力nさせてぃただい

ておりますが と んな寝春会でも毎回本番前は繁張はで

押 しつ本されそうになります.そ んな時よく思い出すこ

とがあります。

それは 大 学時代友人が実無頭痛におそわれ 脳 複理で

1■れたRうのことです 知 らせを聞いた時は 友 人は受家

のある長野県の病院に大臣 しており す ぐには会いにい

けませんでしたが t/ま らくして仲間たちとみんなでお

私は 「本れあい吉楽会Jと いう名て発定した 円 毒のコ

ンサー ト」の結成当時 (26年前)か う会員になり 毎

回 大 蛮宗晴うしいコンサー トと安い会出て施かせてい

たたき 心 から壱純 /ています レ ベルの高い 色 々を

ジャンルの演奉家を限られた予算の中で交渉される 「浜

松言葉友の会Jの スタッフの皆llのと努力ととき労は大

変■=と だとお察し致しておけます。

我々がアメリカにtん ておりましたRキ ロ サンゼルスシ

ンフォ=一 の 「シーメン テ ケットJの 会員になり 年

間を通して素晴うt/い者楽を碕きに行くのを楽t/みにし

ていました↓夜のひと時とそれそれに着飾って楽t/も初

老のご夫婦の姿が多かったように思います コ ンサート

と共に書泰を某しtS人たちの醸し出す非ドに心地よい雰

囲気が大好きて 当 R与を思い出しています.

見舞いに行,た 時には 全 身動

(すす 日も言けす 目だけ'聞 い

ている状態でした。その状況に

大変衝要を受けましたが 病 室

に楽器を持ち込みヴァイオリン

を弾いたり み んなで歌を唄,

たけ 私 たちなりにみんな自分

の思いをl_えようと必死でした。

友人はその1う 目 を左右に槻し

く動かし反応してくれたのてした。

ヽ見舞いに行った仲間たちと
｀
どっとわか,て くれによ

お き っとよくなるまわ
"と

配潔しあいながら帰購につ

いたのを今でも昨自のことのように覚えています そ の

友人は 奇 跡的にも回復し 今 は元気に通■の生活がで

きるまでになりました 私 は今でも1言しています
“
あの

時の吉楽と私たちの思いがさっと救いの一片になってい

る
"と

 そ れにも増して そ の友人のその後の頑張りが

今に至っているととに間最いないのですが。今でもあの

lSの友人の目が 私 に勇気と書素をする力を与えてくれ

ています。

今 私 に辞せられたことは 姶 いてくださる人の心に督

く板募を全力ですることだと思っています。

またまた来索で ■ ヽことがたくさんありますが 常 に

前を向いて机戦し続(|ていこうと思います

友の会■員 梶 村 誠 治

浜松に帰って来ても 「四姿のコンサートJが あり 同 じ

ように一年を通して孝暗らしい頑喜会が開催 されてう

り こ れぞ浜松版ンー末ン チケットと大変lEしく思って

います

しかも浜松の 「四季のコンサー トJて は 色 々なシⅢン

ルの音楽を楽し"る こと そ して と l■から吉其に娘し

`子 供たち)う 年配者まで い るいろなRも衆)共 にコン

サート痛く事は 我 々浜松の住民は本当に幸せて意まれ

ていると思います 今 年のブロ'ラ ムたけを見まして

も 小 山実稚意ビテノツサイタル ヨ マラン フラスコン

サー トといつまでも思い出に残る済奏を捕かせていただ

きました 奈靖ちしいぬ奉を麗する「四孝のコンサートJ

の会員であることの幸せをかみ しめています.

「浜松ゆ痕毒家シリ中央xv□ 9月 12日

浜松版シーズン テケツト「四季のコンサートJ ■|■|==■ⅢⅢⅢ===■■|=
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私が小学相 〔学年の頃 家 に手回しの語吉機がありました。

珍 しく来害のあった時 そ こにあったレコー ドを廻 し

客の注意を8と うと
“
済千烏

"の
歯など流 したりしたも

のです。中学生になってから4首摸の時間に ク ラシッ

クの由を聴き 先 生がその情景はとんなものかを 生 徒

に指名 して問かれました。その寝 学 校でも音楽会があ

り 標 原 まるかに 果 てしなき野みちを寝ういく日か

旅の身あわれ…"と
いう歌を舞台で歌 う女性徒たちが

すとく腹いていたのを鮮明に覚えています

高校を卒祭 して直ぐ 兄 と一緒に街を歩いていた時 偶

終 中 学n今代の音楽の先生には会いました。腕を覚えて

いただけでなく 名 前まで暁えていてくださいました

もしかして書薬の時間にクランックを璃いて質問に答え

友の争会員 作 本 太 子

たのが先生の印象に残っていたのがも知れません。

浜松に来て 会 社の慰安会で購いた布施朗の低昔から高

きの声重には東きました。また値人的に江利チエミのコ

ンサー トでの
“
テネツーワルツ

" よ
 時 折ラツオかう流

れると僕かしく思い出します。

そんな私が 「四宴のコンサートJを 廃くことになったき

っかけは 績 を捻く会にビアタの数師をさltているKさん

が加わり た またま 「コンサートを聴きたいJと いうま

をした事で 「浜松音楽友の会Jに 大会させて願き 今 に

至っています。四豪のコンサートの演春を盛き 感 動す

るたびに 「自分が 今  生 きている」を実態します。
スタッフの営榛の活動に8鞘 し 四 孝のコツサートが何

]手までも続くことを念しつつ挙をおまます。

調
臼
調

長
長
垣

ト
イ

-0-‐……‐→‐―。これからのコンサート予定 ‐‐中‐―一―r

ウィーン フチルクスチーバーの専ほ歌手として卓超 したgt唱力 白 副的な存在けでウィーンで縛大な

人気を転得.現 在フワーの歌■としてオAラ やリサイタル0他  有セ楽宮"とのコラボレーションヽアツ

サンブル 「ウィーン tセ ッション ブレイヤーズ」めま立など 従来の戦■のrtに因われない自由な

活動を展開しています 蓋やがそエンタテインメツトに送れるステーシは毎日好辞を情しています

プログラム
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1986年 京2ロインディアナ■リスロ障ヨンクールて日削的な優勝i飾 , 世 昇の
“
Kv6ko TakeコwE"と して日障的!こ落強 現 在バウを拠点に欧米のメシⅢ―チ

ー,ス トラと共ねし 控 資をおびています 200'年 十こデビューをo日=と 迎え 0

年にわたってのシリーズをスター ト 今 年 れ よいよ霞鷲年として 実 力派ビア

ニストであり信橋する夕ヽ一 トナー イ タマール ゴラン氏を迎えて 儀 めフラー

ムスの3つのツチケに机″ます

ブ白クラム

ブラーム入/ヴ ァイオリンツチタ全国 第1憲
第2善
窮0雷

くヽ)〉中帽富グ子ツプラフ リサイタリレ ビ7ノ:ニルスムース
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10月 29日 (本) 6:45 PM

12月4日 〈金) 6i45 PM
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事務局まで[題 絡ください

日本を代表するソリス トである 加 標知子 握 米ゆす子 戸 田弥生 川 田知子の4人による夢のようにな重な共演あ

実現致 しました。ひとりひとりのイロ性が光り 嫌 立ちながらも 美 t/く清け合う撃きが ま るで四姉妹のお し■本

りのように楽 しげに語け合います こ のメンパーだかうこそ奏でられるハーモニーがそこにあるのです 定 審の,

楽四重註 は一味達った 4つ の,ァ イオリンによる春風の委節に最も本さわしい演書をお喪 しみください

く
亭

>市 R多 朗デノーサレリサイタ,レ  7月 2日 (金)

圧倒的葉声て 世 界中でファンを勅 =させている国際的テ/― ル歌手がいよいよ壼場です。メトロ本リタン駅劇場

ミラフ スカラ座 ′ リヽ オベラ座をはしめとする世界中のオベラハウスの中達由演者として活腰 シ ョルティ メ ー

' マ セール シ ャイーをど名たたる指幅者とも度々共演し 正 納旅ベル カツトの驚受的な美声と表現力で世界を

舞台に大括離しています 世 界を紅した魅惑の欧声をお見逃しなく.

く0レイングリットフリッター ピアノリサイタ)レ 10月 11日 (月 初日)

2000年のショパレ国際コツクールて 暖 力い大栂をそのまま体現 した痕奏で聴衆を構了 し 2位 を質賞 l_来 更る

ら飛離を続けるアルゼツチツ生まれのビアニス ト.2006年 に獲得 したキルモア アーティス ト賀ては 世 界的に注

目を溶J 審 査員のみならす 一 般の聴衆41らも純大な支持を受けました。日本ツアーでも毎回各地でoDが 完売

終演後のサイン会には 大 勢の聴衆が列をとし 第 狂的に迎えられています(力 強く ほ 雅な預奉は 談 をも章t

な気持ちにさせてくれることてしょうっ

シュテファン フッツング ア コーディオンリサイタル  12月 予定

1 9 6 2年 イヽツのケラーハッハ生まれ ヽ983年フーヨ ヘルマン アコーティオン園障ヨンクールで霞憾.

10自7年方ウデアムス現代音楽曰際コンクールで,コ ーディオン著者として初の優勝 そ の後スイス ロマンド管を

1,しめ数々のオーケストラと共濃し 国 際的に活躍中 「アコーディオンは20世紀の楽綜」―こう語る彼の言葉竜

裏付ける様に多くの現代作曲家と緊留ケ関係を保ちながら 超 絶技巧で ア ]― ティオンの芸術性を確立した演震
は 自 々証朝され続 けています。

浜松出身の浸葵家シリーズ

中島実紀 ツ プラツササイタル  5月 22日 (■)

浜松学芸高校書某科 日 立苫某大学声婆科卒業。こ朗会オベラ ストゥーティオ第4ア期マスタークラス1ほ了 イ ース

トマン吉真学校妥期tミ ナー受講 デ イル ムーア氏に師事 第 16回翻同峰学生音楽コンクール第1位。売50回全日

本学生告4]ツ クール東京大会第2化.と れまでに寄4回長松市民オペラ 「三閉信床JO告 女 甲社 第 5回 「使笛J
バパケータ役 等 多数出演し好評を博すゃ2009年3月には 「AO「A山苺Se“es」にてリサイタルを開化するなど

今後の活魁が大変期待されるツプラノ そ の美しい欧声は す でに多くのファンを獲得しています.

各回共 於 」ままホール

★会員の皆様へのお願い★

会員だより 首 桟のこ春稿をお待ちします。400字詰原稿用紙2枝ll内で テ ーマは自由です

会員登録は 年 度が変わってもそのまま怒続 されます.

返会希望の方は ハ )キに住所 氏名 電話 合目番号をご配スの=前 年度の12月末日迄に 富務局兄に退会の旨をご連絡ください

名義類 の方は 本 方キに国会長と新会員の住所 丘 名 電 話 会 員番号3●会員の)をと記入の上 事 lF局宛に とヽ,(だ さい

保育宣!科 用の方 エ コ ンサー トの前日までに 同 本 を053(466)5417までお申込みくたさい

開場時(爾演0 0分前)から終演まで●預かりします。1回5 0 0円です

●インタビュアー 花 栗贈皇係を募塩しています。こ韓望の方は

一 個人‖ゆ ほ 12扱ⅢⅢこついて

当合は値大市空0取 |,扱Ⅲlこつぃて 「担大拒報り凛【に向す0た ,J囚 0そ のに0四 とどヽ工すヤの■の"市  ガ イトラヤン■に争 し 廻 大

脩規についてコ切■打碧 口 ,把 いとF年 にす0ま す


